
○　目的

○　事業概要

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 区・自治会デジタル化推進事業

予算額 9,750 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

事業内容

　区・自治会のデジタル化を推進することで、会の運営の効率化等を図
り、担い手不足といった課題解決の一方策として、区・自治会が主体的
に実施する事業に対する支援を行う。

・研修会の実施
　デジタル化事例の紹介や必要な機器等について研修会を実施する。

・補助金（特別自治振興費）の交付
　①補助額
　　１団体につき上限４５万円
　②補助率
　　９／１０
　③対象事業
　　デジタル技術を活用するための機器の購入、インターネット接続に
　係る初期工事費用、アプリの導入費用等に要する経費。ただし、単に
　Wi-Fi環境を整備する事業は対象外。ランニングコストは対象外。

・その他　区・自治会内でデジタル化の担当者を決めること。

担当所属名 市民部　市民参画課 直通電話番号 64 － 1314



○　目的

○　事業概要

千円

市民部　市民参画課

事業名

予算額

地域力創造事業（出張ミライロ等）

新規・拡充
継続の別29,987

事業内容

－

令和６年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64 1314

拡充

　南部まちづくりセンターについて、市民協働による魅力ある施設運営
のもとに、地域住民の交流や市民活動を促進するとともに、中間支援に
よる市民活動の相談窓口を設置するなど、市民協働を推進する。
　また、北部及び中部住民センターについて、地域の活動拠点としての
機能を充実することで、市民協働を推進する。

・「（仮称）出張ミライロ」の実施（南部まちづくりセンターで実施し
ているミライロ機能を　試験的に他地域で実施することで、全市的な展
開を図る。）

・まちことアカデミーの実施（市民活動に必要なスキルとマインドを学
ぶ講座）

・北部住民センターホール空調機更新



○　目的

○　事業概要

・令和６～７年度
　システム改修

・令和８年度
　本稼働

【債務負担行為：令和６～７年度　１８，７００千円】

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 登記データ課税連携システム構築事業

予算額 2,200 千円 新規・拡充
継続の別 新規

　法務局（登記所）より提供される登記データを市の基幹業務支援シス
テムと連携することで、これまで職員が手作業で入力していた業務を大
幅な削減と人的ミスに伴う課税誤りの軽減を図る。さらに法務局（登記
所）との電送ネットワーク構築により、登記申請のため随時発行してい
た証明書発行業務を削減できる。

担当所属名 市民部　税務課 直通電話番号 64 － 1316

事業内容



○　目的

○　事業概要

担当所属名 市民部　税務課 直通電話番号 64 － 1316

令和6年度分の個人住民税所得割の額から、納税者及び配偶者を含めた扶
養家族1人につき、1万円の減税を行う。

　「デフレ完全脱却のための総合経済対策」（令和５年11月２日閣議決
定）において、「賃金上昇が物価高に追いついていない国民の負担を緩
和するため、デフレ脱却のための一時的な措置として、令和６年分所得
税及び令和６年度分個人住民税の減税を実施。納税者及び配偶者を含め
た扶養家族１人につき、令和６年分の所得税３万円、令和６年度分の個
人住民税１万円の減税を行う。

事業内容

予算額 319,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 定額減税（市民税所得割）



○　目的

○　事業概要

新たに対象とする精神障害者は下表のとおり。

　

助成内容

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 福祉医療費助成事業（重度精神障害者拡充）

予算額 4,377 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

事業内容

　現行では身体障害者や知的障害者等を対象として医療費を助成してい
る福祉医療助成事業について、新たに重度精神障害者を対象とする。

担当所属名 市民部　国保医療課 直通電話番号 64 － 1374



○　目的

○　事業概要

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 男女共同参画推進事業

予算額 7,128 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　第３次京田辺市男女共同参画計画に基づき、広く男女共同参画の意識
啓発を行うととともに、さまざまな対象に向けた講座等を行うことによ
り、各家庭・地域・学校・職場における男女共同参画の取組を促進し、
男女共同参画社会の形成をめざす。
　また、現計画について、国内外情勢の動向や社会・経済環境の変化に
対応するため令和７年度に内容を見直すこととしており、令和６年度に
市民意識調査及び事業所調査を実施し、計画に掲げる基本目標の達成状
況を検証するとともに、改訂の基礎資料とする。

(1)第３次京田辺市男女共同参画計画改訂事業　　　　　　　〔新規〕
　令和７年度の第３次京田辺市男女共同参画計画改訂に向けて、市民意
識調査及び事業所調査を実施し、基礎資料を整理する。

(2)京たなべ男女共同参画週間事業　　　　　　　　　　　　〔継続〕
　6月の「男女共同参画週間」に合わせ、男女共同参画をテーマとした
フォーラム（講演会）や子育て講座などの事業を開催する。

(3)男性の家庭生活向上講座　　　　　　　　　　　　　　　〔継続〕
　男性の家庭生活への参画を促すため、基礎的な家事の講座を開催す
る。

(4)子どもを対象とした男女共同参画推進事業　　　　　　　〔継続〕
　子どもの頃からの男女共同参画の理解促進と将来を見通した自己形成
推進のため、小中学校等において、男女共同参画をテーマとした講座を
実施する。

(5)男女共同参画実践モデル事業　　　　　　　　　　　　　〔継続〕
　区・自治会や市内事業所が男女共同参画の推進を目的として開催する
セミナーに、講師を派遣する。

(6)女性に対する暴力をなくす運動週間事業　　　　　　　　〔継続〕
　11月に田辺警察署と共催で、女性に対する暴力防止を呼びかける街頭
啓発や意識啓発のための講演会などを実施する。

(7)デートＤＶ防止啓発事業　　　　　　　　　　　　　　　〔継続〕
　若い世代を対象に、自分も相手も大切にする意識を醸成し交際相手か
らの暴力防止につなげるため、デートＤＶ防止啓発カードを作成、配
布・配架し、高校生や大学生を対象とした啓発事業を行う。

担当所属名 市民部　人権啓発推進課 直通電話番号 64 － 1336



○　目的

○　事業概要

担当所属名
市民部　文化・スポーツ振興課
市史編さん室

直通電話番号 64 － 1301

  昭和43年の『京都府田辺町史』の刊行から約50年、昭和62年の『田辺
町近代誌』の刊行から約30年、平成9年の市制施行から約20年が経過する
中、最新の知見に基づく見直しや市制施行を経た本市の歴史を辿ること
を通じて、ふるさとへの誇りや愛着を育み、地域の将来像を描く基礎と
するため、新たな「京田辺市史」の編さんに取り組む。
　紙媒体に加え、映像・音声・画像データ等先駆的な「IT市史」も作成
し、地域文化の振興と発信力を強化する。
　なお、京田辺市史編さん事業は「京田辺市文化振興計画」掲載事業。

　令和6年度は近代・現代編及び美術工芸・建造物編の刊行を行う。ま
た、令和5年度に引き続き市史編さん専門部会を中心に各分野の調査を実
施する。

１）市史の編さん期間
平成29年度～令和8年度の10年間

２）市史の編さん体制
市史編さん委員会、専門部会、事務局、市史編さん市民ボランティア
・市史編さん委員会：市史の編さん計画等基本事項を協議。
・専門部会：調査、研究、原稿執筆等を行う。部会の内訳は、①考古・
古代部会、②中世・近世部会、③近代・現代部会、④美術工芸・建造物
部会、⑤地理・民俗部会、⑥IT市史部会、の6つ。

３）市史の構成
　　本文編3冊、資料編5冊、地域編（WEB）

４）市史編さん事業費及び関連事業費
・京田辺市史編さん事業
　（古文書調査、遺跡調査、市史執筆等）
・古文書解読講座、市史編さんリレー講座
・広報等による周知活動

【合計】21,865千円

※　過去の編さん事業
・『大住村史』：昭和21年～26年。全１冊
・『京都府田辺町史』：昭和39年～43年。全１冊
・『田辺町近代誌』『田辺町近世近代資料集』：昭和58年～62年。各１
冊。

事業内容

予算額 21,865 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 京田辺市史編さん事業



○　目的
　
芸

○　事業概要

担当所属名 市民部 文化・スポーツ振興課 直通電話番号 64 － 1300

　市が主催者となり、山城地域に在住・通勤・通学する15歳以上（中学
生を除く）の人を対象に、絵画・書・写真の３部門から作品を公募した
上で、集まった作品に対し審査員による審査を経た入賞・入選作品を一
般展示する展覧会を実施する。
 また、市展会期終了後も作品鑑賞できるようアーカイブとしてバーチャ
ル美術館を公開する。

　会期（予定）　令和6年12月4日（水）～8日（日）・5日間
　場所　京田辺市立中央公民館大ホール
　賞　　市長賞（副賞５万円）ほか
　
　（日程）
　公募要項配付（6月）、応募受付（7月～10月）、審査（11月）

　芸術家の創作活動の振興を図るとともに、市民へ鑑賞機会を提供し、
京田辺市の文化の発展に寄与する。

事業内容

予算額 5,720 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 美術公募展『第８回京田辺市展』



○　目的

○　事業概要

担当所属名 市民部 文化・スポーツ振興課 直通電話番号 64 － 1300

　本市では、平成２７年度に「京田辺市文化振興計画」を策定し、この
計画に基づいて文化振興の諸施策を進めている。
　この計画は、令和７年度までとなっているため、令和６年度から令和
７年度の２カ年で第２期文化振興計画を策定する。

　本市の文化振興行政の指針として策定された文化振興計画が令和７年
度をもって終了するため、文化振興懇話会を設置するとともに、市民ア
ンケート調査や幅広い関係団体等からご意見をいただき、新しい社会状
況の変化を踏まえた第２期の文化振興計画策定に向けて検討を進める。

事業内容

予算額 5,497 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 文化振興計画策定事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 市民部　文化・スポーツ振興課 直通電話番号 64 － 1300

　コロナ禍により、希薄化傾向にある人と人との「つながり」を取り
戻し、市民が本市の魅力を実感し、まちへの愛着と誇りといったアイ
デンティティを育むことを目的とする。

（１）開催予定日：11月3日（日）

（２）メインコンテンツ
　音楽をテーマに人と人との繋がりを醸成する事業とする。
　「音楽によるまちづくり」の機運を高め、市民の文化・芸術に対す
る関心、意識醸成を図る。
　例）市外の本格的な吹奏楽楽団等を招聘したコンサート
　　　市民音楽関連団体によるステージ等

（３）にぎわい関係
　多くの市民に来場を促すため魅力的な店舗が市内外から出店。

（４）謎解きゲームなど、親子や仲間で参加できる周遊企画を実施す
る。

事業内容

予算額 20,194 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 京田辺市民まつり開催事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 市民部　文化・スポーツ振興課 直通電話番号 64 － 1300

　
　綴喜古墳群は市内３箇所に点在する古墳群であり、各古墳に対して適
切に保存管理を行うための計画が必要であることから、保存活用計画を
策定する。また天理山古墳群については、保存活用計画策定後に整備計
画を策定する予定であり、整備を視野に入れた保存活用計画を策定する
必要がある。

①　計画策定
　『文化財保護法に基づく文化財保存大綱・文化財保存活用地域計画・
保存活用計画の策定等に関する指針（平成31年、文化庁文化財部記念物
課）』や『史跡等・重要文化的景観マネジメント支援事業報告書（平成
27年、文化庁文化財部記念物課）』、令和5年度に実施した保存活用計画
策定に向けての基本的な調査を踏まえて計画を策定する。

②　ワークショップ・パブリックコメントの実施
　史跡をどのように保存・活用していくか、市民の意見を取り入れ、計
画に反映するためにワークショップやパブリックコメントを実施する。

③　計画書の印刷

事業内容

予算額 6,817 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 綴喜古墳群保存活用計画策定事業


